職種：保全実務　　職務：保全管理
【概要】
プラントメンテナンス業における保全実務職種とは、保全に伴う実働部隊（ライン）であり、保全作業と保全管理の２職務に区分される。その中の保全管理職務は、現場における保全活動である保全作業を統制・管理する職務である。

顧客要求、仕様に基づき、現場でメンテナンスを行う作業組織を統制管理し、その成果を検証し、信頼性を向上していく一連のマネジメントサイクル全体の活動を行うことが仕事の内容である。

【仕事の内容】
保全管理職務とは、顧客の要望、目標を達成するためのアウトプットである品質、コスト、納期を満たすために、人材、機材、材料といった投入資源を統制し、計画、実施、チェック、改善によるマネジメントサイクルによる最適化を図る行為である。

プラントメンテナンス業における保全管理職務においては、顧客の要望を踏まえ、目標とされる生産能力（稼働時間、生産性）を維持し、かつ予定内のコストで実行することが求められる。

そのために、顧客要求に対して、社内連携を行う組織運営、保全管理の実行を行い、その結果を検証し、信頼性向上活動によりプラントメンテナンスのレベルを改善・向上させていくことが仕事の内容になる。

【求められる知識・経験】
（１）作業の前提として、労働基準法や安全衛生法等の法律知識、顧客プラントの安全、保安ルールの理解に関する知識が必要である。

（２）保全作業の管理を行う上で、管理技能のみでなく、メンテナンスを行うために対象とする設備ごとに必要となる電気、機械等の技術知識を保持していることが必要である。

（３）社内外関係者と円滑に意思疎通しながら様々な業務を統制し、信頼性を向上させることが求められるため、コミュニケーション力、折衝・交渉力、対人関係能力が必要となる。

（４）管理能力においては、保全作業組織を統制し、マネジメントサイクルを確立し、継続的に改善していく能力が重要であり、計画の策定、運営、検証、改善に関わる一連のマネジメントの知識や経験が重要となる。具体的には、品質、工程、予算管理及びそれを達成するための組織運営能力や経験が求められる。

【関連する資格・検定等】

○国家資格

　・管工事施工管理技士、電気工事施工管理技士、土木施工管理技士、建築施工管理技士　

　・消防設備士

　・衛生管理者

　・機械保全技能士、油圧装置調整技能士

○その他

　・監理技術者（機械器具設置）（国土交通大臣認定）

・設備維持管理士（社団法人石油学会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０３　機械・電気技術者

　　０３４　電気技術者

　　０３５　電気通信技術者
































